
備 考

人間科学部
[Faculty of Human
Sciences]

　社会創造学科
　[Department of
　Social Creation]

入学
定員

編入学
定　員

人間科学部
社会創造学科

計

123 科目

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

開設する授業科目の総数

教育
課程

75 科目

新設学部等の名称
講義

3 科目

新
設
学
部
等
の
概
要

4 30

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

　　年　月
第　年次

所　在　地
修業
年限

30

124 単位

収容
定員

120

実験・実習

45 科目

演習

人間科学部
　社会福祉学科〔定員減〕　（△20）（令和6年4月）
　医療福祉学科〔定員減〕　（△10）（令和6年4月）
　子ども教育学科〔定員減〕（△15）（令和6年4月）

心理学部
　心理学科〔定員増〕 （15） （令和6年4月）

計
卒業要件単位数

3年次
0

令和6年4月
第1年次

令和8年4月
第3年次

大阪府摂津市正雀１
丁目４番１号

学士（社会創
造学）
（Bachelor
of Social
Creation）

人年次
人

120

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

3年次
0

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｸﾝｴｲｶﾞｸｴﾝ

大 学 の 名 称

学部の学科の設置

大阪人間科学大学　（Osaka University of Human Sciences)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　薫英学園

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　社会創造学科では、複雑・多様かつ変化が早い知識基盤社会（Knowledge-based
society）を社会学的視点から構造的に捉え、その構造に内包する社会課題を可視
化することで課題を理解・発見し、「分野を超えた専門知・技能の組み合わせ」
「多職種の連携」という点を重視しながら解決に向けて新しい未来型社会を提案・
表現する人材を養成することを目的とする。

大 学 の 目 的

　本学は、建学の精神「敬・信・愛」を継承し、「自立と共生の心を培う人間教
育」に基づき、生活の質的向上の方途を探る人間科学の展開を図り、課題解決能力
と対人援助の専門知識・技術を持つ人間味豊かな人材を育成し、社会の発展に貢献
することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｵｵｻｶﾆﾝｹﾞﾝｶｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

大阪府摂津市正雀１丁目４番１号

‐基本計画書－1‐



（75）

13 0

心理学部　心理学科
8 3

人間科学部
社会創造学科

（34,783〔2,422〕）

（6） （2）

（　　　　　0㎡）

0㎡

機械・器具視聴覚資料

(370)

（18）

（0）（1）

人間科学部　子ども教育学科
5 5 2 1 13 0 98

（5） （5） （2） （1） （13） （0） （97）

新

設
分

65 人

（1） （2）

4 1 2 3

（―）(0)

テニスコート4面

体育館以外のスポーツ施設の概要
体育館

職　　　種

合　　　　計

計

保健医療学部　理学療法学科

学　部　等　の　名　称

既

設

分

人間科学部　社会福祉学科

人間科学部　医療福祉学科

保健医療学部　言語聴覚学科

計

人間科学部　社会創造学科
（2）（2）

4 人

（4）

3 4

（3） （4）

3

（3）

1

（5）

講師

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

そ の 他 の 職 員

保健医療学部　作業療法学科

（9）

1 人 2 人

10

5

5

（5）

2

（2）

（0）

8 2

（8） （3）

6

専任教員等

計助教

兼 任
教 員 等助手

（2）

（2） （9）

（8）

（1）

7781

1 2

0 105

（0） （103）

2 12

（0）

0

0

2

（2） （13） （0） （76）

准教授

―

（4）

（59）

10 人3 人

教授

0 人

2

（2）

（2） （12）

76

（74）

9418 0

0 9 0

（1）

0

（93）

（1） （0） （9） （0）

（0）

計

区　　　分

（―）

016 ―

(0)

9215

(41)

専　　任 兼　　任

(15) (13) (13)

16

(82)

45

事 務 職 員

（13）

（25,004.06㎡）

44,675.69㎡

7,774.34㎡

計

計

0㎡

共用する他の
学校等の専用

（補助職員0人）

3室

0㎡

23,485.14㎡

0㎡

0㎡

語学学習施設

―1341 15

0

（―）

（11）

(15)(16)

（54）

計

(91) （0）

8　　　人

0

13

43　　　人 51　　　人

82 0

1 3

（1） （9） （0） （78）（1） （3）（4）

技 術 職 員

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

9

（0）

44

（44）

0

共用する他の
学校等の専用

1

（0）

（0）

54

共　　用

（57）

3

（3）

0

10

78

（8）

804 1

（0）

0

(45) (15)

（43）

（0） （0）

（2）

0

（1）

2

0

専　　用

35室

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

0〔0〕　

370

21,190.55㎡そ の 他 21,190.55㎡ 0㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

49室

0㎡

15,710.80㎡

（補助職員0人）

標本

室

0㎡

（25,004.06㎡）

演習室

〔うち外国書〕新設学部等の名称

25,004.06㎡

0室

校　　　舎

44,675.69㎡

電子ジャーナル

計
34,783〔2,422〕　

室　　　数

58〔0〕　

（5,882）

（5,882）

45

点

0㎡7,774.34㎡

〔うち外国書〕

図書

人間科学部　社会創造学科

新設学部等の名称

学術雑誌

合 計

25,004.06㎡

専　　用

14室

講義室

（　　　　　0㎡）

共　　用

15,710.80㎡

実験実習室

冊

10

情報処理学習施設

小 計

0㎡

0㎡

0㎡23,485.14㎡

214
図書館

野球場1面1,377.1㎡

面積

100,000954.5㎡
大学全体

大学全体

視聴覚資料は学
部単位での特定
不能なため、大
学全体の数

（45）

面積

5,882

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

45

（45）

370

（0〔0〕） (370)

点

34,783〔2,422〕　

（34,783〔2,422〕）

0〔0〕　

（0〔0〕）

58〔0〕　

（58〔0〕）

5,882

（58〔0〕）

点

〔うち外国書〕

種
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490千円 490千円 490千円 490千円

1,000千円 1,000千円 1,000千円 1,000千円

5,783千円 2,573千円 2,573千円 2,573千円 2,573千円

53,786千円 17,061千円 17,061千円 17,061千円 17,061千円

経費の見積もり
は、大学全体
なお、図書費に
はデータベース
の整備費（運用
コスト含む）を
含む

大阪府摂津市正雀
１丁目４番１号

90
3年次

0
360

学士（心理
学）

1.11

令和２
年度

1.11

0.74

80 0.87

40 - 160
学士（医療福
祉学）

0.50

学士（子ども
教育学）

160

160

学士（言語聴
覚学）

学士（理学療
法学）

780

0.74

90

所　在　地

大 学 の 名 称

1,090千円 ―千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経費補助金、雑収入　等

―千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

年 人

140

―
学士（作業療
法学）

0.66

0.61

令和２
年度

収容
定員

附属施設の概要

該当なし

　言語聴覚学科

修業
年限

編入学
定　員

4

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

60

学 部 等 の 名 称

人年次
人

―

4

195

平成13
年度

平成24
年度

第３年次 第４年次第２年次

　健康心理学科

4

第３年次

開設前年度 第１年次

平成17
年度

　理学療法学科 4 ― ― ―
学士（理学療
法学）

―
平成28
年度

　医療心理学科 4 ―

　心理学科

保健医療学部

　理学療法学科

4

大 学 の 名 称

40

―

75
3年次

0

既
設
大
学
等
の
状
況

人間科学研究科 2

大阪人間科学大学大学院

心理学部

　子ども教育学科

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

倍

―

　作業療法学科

0.88
令和２
年度

240

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,290千円

第１年次 第６年次

第６年次

経費
の見
積り

令和２
年度

令和２
年度

人間科学部

　社会福祉学科

―

　医療福祉学科

令和2年度より
学生募集停止
（人間科学部
健康心理学科、
医療心理学科、
理学療法学科）

1,090千円

第２年次

1,090千円

第４年次

4 ― ― ―

―

―

―

―

―

―

区　分

―

―

第５年次

設 備 購 入 費

学士（心理
学）

―

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

大阪府摂津市正雀
１丁目４番１号

年 人 年次
人

人 倍

20
修士（人間科
学）

1.04
平成18
年度

10 ―

40

大阪人間科学大学

平成13
年度

第５年次

4

0.74

300

320
学士（社会福
祉学）

360

560

4

4
平成24
年度

3年次
0

令和２
年度

―
学士（医療心
理学）

平成24
年度

‐基本計画書－3‐



令和５年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和６年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

人間科学部 人間科学部

　　社会福祉学科 80
3年次

0
320 　　社会福祉学科 60

3年次

0
240 定員変更（△20）

　　医療福祉学科 40 ― 160 　　医療福祉学科 30 ― 120 定員変更（△10）

　　子ども教育学科 75
3年次

0
300 　　子ども教育学科 60

3年次

0
240 定員変更（△15）

　　社会創造学科 30
3年次

0
120 学科の設置（届出）

心理学部 心理学部

　　心理学科 90
3年次

0
360 　　心理学科 105

3年次

0
420 定員変更（15）

保健医療学部 保健医療学部

　　理学療法学科 60 ― 240 　　理学療法学科 60 ― 240

　　作業療法学科 40 ― 160 　　作業療法学科 40 ― 160

　　言語聴覚学科 40 ― 160 　　言語聴覚学科 40 ― 160

計 425 1700 計 425 1700

人間科学研究科 人間科学研究科

　　人間科学専攻（Ｍ） 10 ― 20 　　人間科学専攻（Ｍ） 10 ― 20

計 10 ― 20 計 10 ― 20

学校法人　薫英学園　設置認可等に関わる組織の移行表

大阪人間科学大学

→

大阪人間科学大学

大阪人間科学大学大学院 大阪人間科学大学大学院

‐基本計画書－4‐



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ＦＡ演習 1前 2 ○ 2 1

対人援助演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼7

対人援助演習Ⅱ 1後 1 ○ 1 兼15
オムニバス･
共同

社会と共生Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

社会と共生Ⅱ 2前 1 ○ 兼1

社会と共生Ⅲ 3前 1 ○ 兼1

人権と倫理 1後 2 ○ 兼1

人間関係Ⅰ 1前・1後 2 ○ 兼1

医療倫理 1後 2 ○ 兼1

日本語基礎 1前 2 ○ 兼2

文章表現法 1後 2 ○ 兼2

ソーシャルマナーⅠ 1前 2 ○ 兼1

ソーシャルマナーⅡ 1後 2 ○ 兼1

キャリアデザインⅠ 1前 2 ○ 兼1

キャリアデザインⅡ 2後 2 ○ 兼1

社会学 1前 2 ○ 兼2

生活と統計 2前 2 ○ 兼1

社会調査論 1後 2 ○ 兼1

生物学 1後 2 ○ 兼1

多文化共生 1後 2 ○ 兼1

情報処理演習Ⅰ 1前 1 ○ 兼2

情報処理演習Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

情報システム基礎Ⅰ 1後 1 ○ 兼1

情報システム基礎Ⅱ 2前 1 ○ 兼1

スポーツ実技Ⅰ 1通 2 ○ 兼4

スポーツ実技Ⅱ 1通 2 ○ 兼2

ヘルスプロモーション 1前 1 ○ 兼1

ｵｰﾗﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（英語）Ⅰ 1前 1 ○ 兼5

ｵｰﾗﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（英語）Ⅱ 1後 1 ○ 兼5

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語）Ⅰ 2前 1 ○ 兼2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語）Ⅱ 2後 1 ○ 兼2

医療英語 2後 1 ○ 兼1

簿記会計 1後 2 ○ 兼1

社会人基礎学力（数学） 1前・1後 2 ○ 兼1

キャリアデザインⅢ 3後 2 ○ 兼1

キャリアデザインⅣ 3後 2 ○ 兼1

－ 4 53 0 1 0 2 1 0 兼49

プレ演習Ⅰ 2前 2 ○ 3 1 1 1 共同

プレ演習Ⅱ 2後 2 ○ 4 1 共同

社会福祉概論 1前 2 ○ 兼1

社会問題論 1後 2 ○ 兼1

ジェンダー論 2前 2 ○ 兼1

人間工学 2後 2 ○ 兼1

心理学入門 1前 2 ○ 兼2

発達心理学 2前 2 ○ 兼2

障害者の心理 2後 2 ○ 兼1

高齢者の心理 2後 2 ○ 兼1

医学知識 1前・1後 2 ○ 兼1

リハビリテーション概論 1前 2 ○ 兼1

精神医学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

教育心理学 1後 2 ○ 兼1

特別支援教育原論 1前 2 ○ 兼1

－ 4 26 0 4 1 1 1 0 兼14

－ 8 79 0 4 1 2 2 0 兼63小計（５１科目） －

基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

外
国
語

就
業
力

小計（３６科目） －

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

自
ら
を
社
会
の
中
で
活
か
す

専
門
基
礎

福
祉

心
理

医
療
・
リ
ハ

ビ
リ

教
育

小計（１５科目） －

一
　
般
　
基
　
礎
　
科
　
目
　

自
ら
を
見
つ
め
、

社
会
と
の
関
係
を
築
く

自
ら
を
取
り
巻
く

社
会
を
理
解
す
る

自
ら
の
技
術
を
磨
く

情
報
処
理

健
康
体
育

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間科学部　社会創造学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

‐基本計画書－5‐



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

社会創造学概論 1前 2 〇 1 1 1 共同

社会学概論Ⅰ 1前 2 〇 1

社会学概論Ⅱ 1後 2 〇 1

文化人類学 1前 2 〇 1

社会と文化 1後 2 〇 1

社会とメディア 1後 2 〇 1

地域社会学 1前 2 〇 1

産業社会学 1後 2 〇 1

社会調査演習 2後 1 〇 1

法学 1後 2 〇 兼1

行政学 2前 2 〇 1

現代と社会 1前 2 〇 1

地域子育て支援社会論 1後 2 〇 1

フィールドワーク論 1後 2 〇 1

経済学 1後 2 〇 兼1

商学 1後 2 〇 1

経営学 2前 2 〇 1

簿記会計（応用） 2前 2 〇 1

大衆文化論 2前 2 〇 1

知的財産法 2前 2 〇 1

広告論 2前 2 〇 1

マーケティング論 2前 2 〇 1

インターネットビジネス論 2後 2 〇 1

NPOとソーシャルビジネス 2後 2 〇 1

情報科学 3前 2 〇 1

情報ネットワーク論 3後 2 〇 1

地域産業論 3前 2 〇 1

地域振興論 3後 2 〇 1

流行科学論 3前 2 〇 1

サブカルチャー論 3後 2 〇 1

ビジネスプランⅠ 3前 2 〇 1

ビジネスプランⅡ 3後 2 〇 1

認知科学 2前 2 〇 1

論理的思考法 2後 2 〇 1

リスクコミュニケーション論 2後 2 〇 1

メディアコンテンツ論 3前 2 〇 1

インストラクショナルデザイン 3前 2 〇 1

参加型デザイン論 3後 2 〇 1

ライフデザイン論 4前 2 〇 1

自己表現技術論 1前 2 〇 1

コミュニケーションデザイン論 2後 2 〇 1

社会実践演習Ⅰ 2前 1 〇 3 1 1 1 共同

社会実践演習Ⅱ 2後 1 〇 3 1 1 1 共同

社会実践実習Ⅰ（フィールドワーク） 2後 1 〇 3 1 1 共同

社会実践実習Ⅱ（インターンシップ） 3前 1 〇 3 1 1 共同

実践情報処理Ⅰ 1前 1 〇 1

実践情報処理Ⅱ 1後 1 〇 1

実践情報処理Ⅲ 2前 1 〇 1

実践情報処理Ⅳ 2後 1 〇 1

実践情報処理Ⅴ 3前 1 〇 1

写真・映像制作基礎 1前 2 〇 1

音声科学 1後 2 〇 1

データベース概論 2前 2 〇 1

データ分析Ⅰ（SPSS） 2前 1 〇 1

データ分析Ⅱ（NVivo） 2後 1 〇 1

専任教員等の配置

備考

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

社
会
学
基
礎
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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コンピュータ技術Ⅰ 1前 1 〇 1 1 共同

コンピュータ技術Ⅱ 1前 1 〇 2 共同

コンピュータ技術Ⅲ 1後 1 〇 1 1 共同

コンピュータ技術Ⅳ 1後 1 〇 2 共同

コンピュータ技術Ⅴ 2前 1 〇 1 1 共同

コンピュータ技術Ⅵ 2前 1 〇 2 共同

コンピュータ技術Ⅶ 2後 1 〇 1 1 共同

コンピュータ技術Ⅷ 2後 1 〇 2 共同

社会表現演習Ⅰ 3前 1 〇 1 1 共同

社会表現演習Ⅱ 3前 1 〇 2 共同

社会表現演習Ⅲ 3後 1 〇 1 1 共同

社会表現演習Ⅳ 3後 1 〇 1 1 共同

社会表現総合演習Ⅰ 4前 1 〇 2 共同

社会表現総合演習Ⅱ 4前 1 〇 4 1 1 2 共同

社会創造学演習Ⅰ 3通 4 〇 4 1 2 2

社会創造学演習Ⅱ 4通 4 〇 4 1 2 2

卒業研究発表 4後 2 〇 4 1 2 3 共同

－ 22 100 0 4 1 2 3 0 兼2

－ 30 179 0 4 1 2 3 0 兼65

卒業必修科目を含む基礎科目３４単位以上（ただし外国語２単位を含む）、卒業必修科目を含む
専門科目９０単位以上を修得し、１２４単位以上を修得すること。なお、基礎科目・専門科目そ
れぞれの取得単位数は、２０単位を上限としてもう一方の科目分類の取得単位数に読み替えるこ
とができる。
【履修科目の登録の上限】４８単位（年間：ただし、集中講義等は除く、また成績優秀者につい
ては別途８単位の履修を可とする。）

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号 学士（社会創造学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

合計（１２３科目） －

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

社
会
表
現
関
連
科
目

ゼ
ミ

小計（７２科目） －
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ＦＡ演習

大学での学修は高校までの学習とは専門性の高さ、学習方法等で異
なる。本授業は、4年間にわたる大学での学修をスムーズにするた
め、以下の3つのねらいをもとに演習を行う。
（1）大学の制度や設備を知り、大学での学修行動に適用する。
（2）講義スタイルに応じたノートの取り方やレポートの書き方等大
学で求められる基本的な学習技術を学ぶ。
（3）少人数制のグループ学習を進める中で、多様な考えをもった他
者を理解しつつ、自らの考えを伝えていきながら、人間関係を構築
する。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

対人援助演習Ⅰ

対人援助において最も重要なのは、コミュニケーション能力であ
る。コミュニケーションは、自分自身を知り、他者を知り、そして
両者をつなぐコミュニケーション手段を知ることから構成される。
本授業では、すべての対人援助専門職の現場や社会課題の解決を図
る上でも必要不可欠となるコミュニケーション能力の向上を図るた
めに、少人数演習形式での実践的なコミュニケーショントレーニン
グを行う。授業で身に付いたコミュニケーション能力は、後に控え
る専門演習授業や学外現場実習、インターンシップ等において有効
性を発揮することが期待される。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

対人援助演習Ⅱ

本学の学生はそれぞれの学部学科において対人援助の専門職業人や
それらの専門性を理解し社会課題の解決を図ることができる人材を
目指している。チーム支援の重要性が高まる中、それぞれの学部学
科で養成する対人援助専門職がどのような視点や技術を持って支援
を行っているのかを知ることは極めて重要である。本授業では、本
学のすべての学部学科の分野をオムニバス形式かつ少人数演習形式
で学び、幅広い様々な対人援助職の視点や技術を体感してもらう。
（オムニバス方式／全15回・初回は学長（11　井上博司）から本学
の教育目標と本科目の関係について、（1　山口俊介）からチームと
しての課題解決の重要性について講義を実施）（共同）
（19　武田卓也/2回）（15　大野まどか/2回）
社会福祉・介護福祉分野の専門職がどのような視点や技術を持って
対人支援を行っているのかを学ぶ。
（29　桝田浩三/2回）（23　丸山亜実/2回）
視能訓練士がどのような視点や技術を持って対人支援を行っている
のかを学ぶ。
（27　城越幸一/2回）（13　須河内貢/2回）
保育・幼児教育分野の専門職がどのような視点や技術を持って対人
支援を行っているのかを学ぶ。
（32　芹田卓身/2回）（33　高木麻未/2回）
心理分野の専門職がどのような視点や技術を持って対人支援を行っ
ているのかを学ぶ。
（26　奥村裕/2回）（39　弓岡まみ/2回）
理学療法士がどのような視点や技術を持って対人支援を行っている
のかを学ぶ。
（20　辻薫/2回）（31　木下亮平/2回）
作業療法士がどのような視点や技術を持って対人支援を行っている
のかを学ぶ。
（35　青木弥穂/2回）（36　岡孝夫/2回）
言語聴覚士がどのような視点や技術を持って対人支援を行っている
のかを学ぶ。

オムニバス
共同

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会と共生Ⅰ

「社会と共生」はそれぞれ1,2,3年次開講の3科目にわたって授業展
開をし、社会の規範に基づく自己管理ができ、他者を理解し思いや
りを持ってチームワークが実践できる人材を養成する。「社会と共
生Ⅰ」では、学内での演習授業を経て、夏季に地域理解を目的とし
た「社会と共生Ⅱ」との合同のフィールドワークを実践する。
フィールドワークでは2年次生から体験的にセルフマネジメントを学
修し身に付けることで、成長を実感することができる。最終的には
自己理解を深め自己を制御しつつ社会生活を送る力と、社会規範に
沿って考え社会人としての行動規範を身に付ける。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（人間科学部　社会創造学科）

科目
区分
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基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会と共生Ⅱ

本演習では、自己と他者との関係を理解し、他者と信頼関係を構築
できる能力を身に付ける。「社会と共生Ⅰ」と合同の夏季フィール
ドワークでは、本演習履修の2年次生が主体となって1年次生と
フィールドワーク実践を体験することから他者理解とチームワーク
を学修し身に付け、成長を実感することができる。また、授業最終
盤の1,3年次との3学年合同ワークでは、2年次生として他者に働きか
け他者とともにチームの一員として活動できる能力も養う。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会と共生Ⅲ

「社会と共生」シリーズ最終となる本演習では、リーダーとして自
らの責任を自覚し、主体的にチーム内部に働きかけていく力と、思
慮深いリーダーシップのもと、社会に対して働きかける力を身に付
ける。夏季には「地域を限定し共生に向けた課題把握」を目的とし
た、より実践的な3年次生のみのフィールドワークを実施し、現状を
分析し発見した課題に対する目標を設定し解決に向けて実践する行
動力を養う。そして、フィールドワークを通じた学びの集大成とし
て、授業最終盤の3学年合同ワークでは、３年次生が主体的に2・1年
次生を先導し、地域課題について考える実践からリーダーシップ能
力・他者を思いやることを身に付ける。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

人権と倫理

本講義では障がい者問題を通し、なぜ人権は尊重されなければなら
ないのか、そして、いま課題となっている人権問題に対し、どのよ
うに対応していかなければならないのかを検討していく。また、こ
のような人権を踏まえ、共生社会の実現において求められる倫理に
ついて、福祉現場の事例を通して具体的に考察する。「人間の尊厳
と自立」「介護における尊厳の保持・自立支援」をテーマとし、人
権に対する理解を深め、共生社会の実現に向けて求められる倫理観
を身に付けることを目標とする。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

人間関係Ⅰ

柔軟で豊かな人間関係がもてるかどうかは、その人の人格の成熟度
と密接な関係がある。本講義では、日本で現実に起こっている具体
的事象（少子化やパラサイト・シングル、不登校やいじめ、早期知
育教育、子どもの食卓の変貌など）を通して、現在日本において人
間関係が極めて危うくなっている現実を具体的に提示し、学びの材
料とする。また、それらの事象を本講義では、人格発達という視点
と、日本社会のここ40～50年の急激な変容という視点から考察し、
考える材料とする。本講義では学生がすでに経験してきた場面（家
族、学校、地域など）での人間関係を振り返り、あるいは自分の将
来をシミュレーション（仮想）する、という形で講義を進める。そ
のことにより今後、成熟した社会人として、自分で考え行動できる
人材の養成を目指す。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

医療倫理

我々は、あらゆる人々の権利を尊重しながら生きていかなければな
らない。そのためには倫理学的知識基盤を高め、倫理的指針をもち
ながら行動しなくてはならない。本講義では、まず「倫理とは何
か」また「医療における倫理とはどのような意味をもっているの
か」について学ぶ。我々の日常生活や臨床のなかで発生する倫理的
問題や課題について自らの力で思索できるようになるために具体的
な事例を示し、議論を交えた講義を展開していく。生殖医療、出生
前検査、中絶問題、安楽死、障害者の権利などの事例をもとに、現
代の医療や社会が治療や研究においてどのような倫理問題に直面し
ているのかを理解する。また他者の苦しみへまなざしを向けられる
ようNarrative-based Medicineについても学修する。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

日本語基礎

我々は通常日本語によって生活し、考え、表現している。日本語の
性質、特徴の基本を理解したうえで、正確に読み、聞き、表現する
ことがこれからの社会生活の基盤となる。日本語の成り立ちから構
造や性質、語彙、文章表現上の基礎的な決まり事などを、実践的な
演習を取り入れながら学ぶ。本科目の到達目標は、日本語の構造や
特徴についての基礎的な知識を身に付けることであり、日本語を正
確に読んだり、的確な表現を行うための基礎的な技術を修得したう
えで、実践的な演習などにより日本語の活用能力を高めることであ
る。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

文章表現法

文章表現の力は、社会で生きていく上でなくてはならない大切な能
力である。さらに、表現することは自分が他の人とつながることで
もあり、生きていく喜びにもなる。正確で、達意の文章表現ができ
るよう、基礎ステップからはじめて、場面に応じた実践的な表現力
が身に付くよう学ぶ。本講義の到達目標は、日本語のもつ特質をよ
く理解したうえで、実践的な表現力を身に付けることであり、正し
く表現するための基礎として、まず他の文章を校正、吟味するスキ
ルを修得する。さらに、様々な場面での実践的な表現方法を学ぶこ
とで、コミュニケーション能力の向上と自己表現につながる文章表
現力を身に付ける。
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基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ソーシャルマナーⅠ

本科目では､「社会人基礎力」として必要な「ビジネスマナー･仕事
への心構え･態度･言葉遣い･立ち居振る舞い･企業に関する基礎知識
及びコミュニケーションスキル」を身に付け､実践する力を養う。講
義形式での知識の修得だけでなく､演習やケーススタディによって､
実際に活用していける力を個々に向上させることを目指していくも
のである。これらの知識やスキルは､インターンシップや専門職とな
るための学外実習や就職活動でも必要となる。なお本科目は秘書検
定3級の取得にも対応する内容となっている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ソーシャルマナーⅡ

ソーシャルマナーⅠで基本的な「ビジネスマナー･仕事への心構え･
態度･言葉遣い･立ち居振る舞い･企業に関する基礎知識及びコミュニ
ケーションスキル」を身に付けた者を対象に、より複雑な状況に対
応できる能力を身に付けることを目標とする。現代社会では効率よ
く仕事を遂行することが求められている。そのためには優先順位を
考えて行動することはコミュニケーション同様に重要である。なお
本科目は秘書検定2級の取得にも対応する内容となっている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインのスタートである『自分の強み(得意なこと)、志
向(求めていること)、価値観（大切にしたいこと）』などを理解す
る。それらをベースに社会人／仕事人になる時の自分をイメージし
ながら、大学生／学習人としてのライフ(生き方)プランを設定す
る。そして「自分を理解する」ことは一人で考えるのではなく、他
者とのコミュニケーション･関係構築で進めていくことが大事であ
り、本授業で仲間とのコミュニケーションを通じて理解を図ること
も狙いの一つとしている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

キャリアデザインⅡ

大学生の就職環境は「入社・入職行動（いわゆる就職活動）」から
「入社後の仕事継続」へテーマが移ってきた。「大卒就職者の3割が
3年で辞める」という状況が続いていることは働くことへの「リアリ
ズム（現実味をもって仕事を考える）」が希薄なことも一因であろ
う。学生時代に現実味を持って仕事を体験する方法に「インターン
シップ」がある。本授業では擬似的に就業体験をする為に「学内イ
ンターンシップ（ＲＪＰワークショップ）」を実施し、実際に就職
した際に必要とされる「社会人基礎力」の啓発と向上を「体験型学
習」で理解していく。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会学

今日の社会は、グローバル化の中で、家族関係、地域社会、働き
方、メディアとの関係などがめまぐるしく変化し、それに伴い、
様々な社会問題も引き起こされている。社会学は、日常生活で何気
なくおこっている行動や起こる出来事について疑問を持ち、再考す
るときに役立つ学問である。
本講義では、社会を構成する様々な領域についての基本的な知識を
得ながらその仕組みや変化の様相を解明し、現代の日本社会への理
解を深めることを目的としている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

生活と統計

官庁統計や簡単な調査報告、フィールドワーク論文を読むための基
本的な知識を修得することを目的とし、基本的な統計手法を概観し
ながら、研究方法としての統計の機能を構築する。度数分布、代表
値・散布度、相関などの記述統計の扱い方、及びt検定やカイ2乗検
定などの統計的検定の手法について模擬データを用いて実践的に学
ぶことで、統計的数値の意味や結果の読み取り方について理解を深
め、統計情報を正しく読み取る力を修得する。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会調査論

社会調査の理念と意義を学び、社会調査の諸類型と調査のための基
本的な事項を解説する。具体的には、社会調査史、社会調査の目的
とそれに適合した方法、量的調査と質的調査の違い、調査倫理な
ど、社会調査を初めて学ぶ学生にその全体像を把握させることを目
的とする。後半部では、自分たちで簡単なインタビューやアンケー
ト票の作成・調査を実施することで、調査の手順や調査の流れを把
握しながら、調査結果を分析する方法を身に付ける。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

生物学

我々ヒトを含めた全ての生物は進化の産物である。生物が示す様々
な性質について進化の視点から理解を深める。講義では遺伝や進化
の仕組みから始めて、生物の性質がどのように進化的な文脈で理解
できるかを紹介していく。高校までの授業やテレビでは取り上げら
れないような内容も積極的に取り上げ、世の中に蔓延する誤った生
物観も指摘し、社会に広く見られる進化学への誤解・誤認について
正しい認識を得る。進化学への理解を深めることで、今後の専門的
な学修のための基礎知識を身に付ける。
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基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

多文化共生

同じ日本人同士であっても、性別・地域・職業・年齢・社会的立場
等の違いによる副次文化（下位文化またはサブ・カルチャー）の違
いが存在する。こうした視点で、異文化を捉え、この異文化を通し
て自文化を相対化できることを学ぶ。「郷に入れば郷に従え」の妥
当性、他者との出会い、自己への気づき、他者との共存、「強い文
化」と「弱い文化」、「強い言語」と「弱い言語」を講義だけでな
く、セルフチェックや協同学習によって学ぶ。多値的考え方を通し
て「文化やサブ・カルチャー」を検証し、自文化観察調査を通して
自文化を見直す。こうした学びが、ステレオタイプ・偏見・差別の
根絶に貢献するかどうかを検証する。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

情報処理演習Ⅰ

マイクロソフト・オフィスの基本ソフト（Word、PowerPoint）の基
本レベルの操作技術を、コンピュータ実習室内のコンピュータとLAN
を用いて修得する。現在は、ありとあらゆる場面でコンピュータが
普及し情報技術が必要とされ、コンピュータを利用する技能が必要
不可欠である。本演習は、コンピュータの基礎能力を身に付けるこ
とが目標であり、コンピュータの基本操作から、インターネットの
活用、アプリケーションソフト（ワープロソフト、プレゼンテー
ションソフト）の基本操作修得を目指す。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

情報処理演習Ⅱ

今日、コンピュータは広く一般に普及し、学修・研究においても、
ビジネスにおいても、必要不可欠な道具となった。このことは、
我々にとって、コンピュータを利用する技能が必要不可欠となった
ことをも意味している。本演習のねらいは、利用される機会が多い
アプリケーションソフト、具体的には、ワープロソフト及び表計算
ソフトの利用方法・操作方法を修得することである。これらのソフ
トには多種多様な機能が備わっているが、本演習では、実用的な文
書（レイアウトの整った文書、図・表・グラフ等を含んだ文書、な
ど）を作成するのに必要と思われる基本的な機能を扱う。また、表
計算ソフトに関しては、数式や関数を利用した演算の基本を身に付
けることも目指す。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

情報システム基礎Ⅰ

現代社会では、ITは日常生活においてもビジネスにおいても業種・
職種を問わず浸透しており、様々な場面でITに関する知識・技術が
必要とされている。本演習では、そのような現代社会に生きる社会
人に必要なIT の基礎的知識だけでなく、社会人として身に付けてお
きたい経営やマネジメントに関する知識などを幅広く学ぶ。「情報
システム基礎Ⅰ」では、経営戦略、財務、法務など経営全般（スト
ラテジ系）に関する基本的な考え方と、プロジェクトマネジメン
ト、システム開発などIT管理（マネジメント系）に関する基本的な
考え方について理解を深める。なお、本科目はITパスポート資格国
家試験に対応した内容となっている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

情報システム基礎Ⅱ

現代社会では、ITは日常生活においてもビジネスにおいても業種・
職種を問わず浸透しており、様々な場面でITに関する知識・技術が
必要とされている。本演習では、そのような現代社会に生きる社会
人に必要なIT の基礎的知識だけでなく、社会人として身に付けてお
きたい経営やマネジメントに関する知識などを幅広く学ぶ。「情報
システム基礎Ⅱ」では、ネットワーク、セキュリティ、データベー
スなどIT技術（テクノロジ系）に関する基本的な考え方について理
解を深める。なお、本科目はITパスポート資格国家試験に対応した
内容となっている。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

スポーツ実技Ⅰ

健康を維持増進させるための科学知識を理解し、スポーツの実践を
通して自主的な体力・健康づくりを目指す。具体的には、開講授業
は30回を予定し、第１回は「スポーツ実技Ⅰ」受講上の留意事項の
説明、第2回～第3回はアイスブレーク、からだほぐし、第4回～7回
は自己体力の把握の為、体力測定をする。第8回～30回はバドミント
ン、レクリエーションバレー、卓球、テニス、バスケットボール、
ミニサッカー、ゴルフなどの種目を実施する。実施にあたっては、
個人の技能の向上とチームプレーを通して社会性の育成を課題とす
る。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

スポーツ実技Ⅱ

健康を維持増進させるための科学知識を理解し、スポーツの実践に
積極的に関わり、技能の向上、チーム力、リーダーシップの在り方
などを学ぶ。最初に体力測定を実施し、自己の体力測定の結果を分
析、評価した上で健康論、トレーニング論、スポーツ心理、スポー
ツ理論などの講義を行う。実技種目は、バレーボール、フットサル
を実施する。前半は基礎技術、フォーメーションなど、後半はゲー
ムを行い、基礎技術やフォーメーションの振り返りを行う。個々の
技能の向上、健康・体力の維持増進、社会性の育成を目指す。
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基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ヘルスプロモーション

現代人は急速に変化する社会環境の中で様々なストレスと闘いなが
ら生活することを余儀なくされている。そのことから心身とも疲弊
し、健康を損う場合もある。本授業では人間本来持っている自然治
癒力（免疫力）を高め、どのようにして健康的な生活ができるかを
考え、実践できるようにする。具体的には以下の項目について学
ぶ。
・栄養素の詳細を学び、運動・健康と栄養との関連性を考え、運動
及び健康に効果的な食事の内容を考えられるようにする。
・運動が身体に与える影響を学び、効果的で安全に運動を実施でき
るようにする。
・足跡計測、肺活量、反応テスト、身体組成、血圧、握力、上体起
こし、反復横跳び、立ち幅跳びなどを測定して、運動と身体の評
価・分析方法を学び、効果的・安全に運動を実践するための知識を
身に付ける。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ｵｰﾗﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（英語）Ⅰ

高等学校で学んだ英語を復習することから始まり、リスニング・読
解・文法・作文の総合力を向上させるために、身近な話題を使って
学修する。
パラグラフとは何かを学び、英語のパラグラフ構造を学ぶ。また、
英文をクリティカルに読む訓練をする。グループワーク・英語での
発表・その他のアクティビティも授業に取り入れる。記述文・説明
文を書く練習を通して、"transitions"の使い方も学ぶ。どちらかと
言えば、"BICS"のスキルを向上させる訓練に重点を置く。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ｵｰﾗﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（英語）Ⅱ

リスニング・読解・文法・作文の総合力を向上させるために、身近
な話題を使って学修する。英語のパラグラフ構造を復習する。英文
をクリティカルに読むだけではなく書けるよう訓練をする。グルー
プワーク・インタビューに基づくグループ発表・その他の活動を授
業に取り入れる。〝Transitions" を復習しながら、簡単な論証文を
書く訓練をする。英文を仮説形成的に、また「仮説演繹法」的に読
むことも学修する。〝BICS"の訓練もするが、〝CALP"学習により、
認知的に言語を捉えるようにする。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語）Ⅰ

1年次にオーラルワークショップで修得した「聞く・話す・読む・書
く」の英語基礎力の向上を目的とする。修得した語彙や文法上の知
識を使う楽しさを味わってもらう。ペアワークも取り入れる予定で
ある。多様性のある社会で人々が共生できるよう、様々な国の人々
とコミュニケーションできる能力を向上させるために、英語の聞
く・話すスキルを向上させるとともに、接続詞 等を通して、論理的
に英文リテラシー（英文を読み書きするスキル）を高める。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語）Ⅱ

コミュニケーション（英語）Ⅰの内容を発展させる。語彙、定型文
を増やすために、場面を増やす。会話でよく話される天候やレスト
ランでの会話、さらに環境に関する問題から文化の違いや問題につ
いてまで質問、回答を繰り返し定着させる。また、病気と治療に関
する一般的な英語についてもストックするフレーズを増やす。英語
の質問に即対応、返答でき、英語を使う楽しさを知ることを本授業
の到達目標とする。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

医療英語

当科目の主な目的は、医療分野の英語論文の読解力を身に付けるこ
ととする。解剖学、生理学、運動学などの人体の構造や機能に関す
る学問のみならず整形外科、神経内科学やリハビリテーション医療
といった専門的な学問において、よく使われる用語や表現について
教授する。さらに、医療現場で必要となる簡単な英会話表現など、
幅広い領域を扱う。最終的には、各々が医療分野における英語論文
の内容を把握し、著者の主張や研究成果の重要性について理解し、
レポートにまとめる。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

簿記会計

現在､業務を遂行するうえで､どのような職種であれ､財務会計の知識
が重要となっている｡本授業では､短期集中で､社団法人全国経理教育
協会主催｢全経簿記能力検定試験3級(商業簿記)｣レベルの基礎知識を
修得し､資格取得まで目指す｡テキストの内容を中心に基本項目の説
明を行い､問題集にて実際に問題を解き､理解を深めていく｡簿記会計
の初心者でも習熟度レベルに合わせ､基礎から応用､試験対策まで､段
階を経てステップアップしていく｡

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

社会人基礎学力（数学）

本科目では、社会人基礎力として必要となる数学に関する能力や知
識を身に付ける。そのため数学の基礎的知識はもちろんのこと、就
職採用試験で実施される筆記試験、公務員試験で出題される数学分
野の対策となるよう問題演習に取り組む。社会人として実践的に必
要となる数学として「損益算・分割払い・仕事算」「速さ・距離・
時間」「推論・集合・グラフ」について理解し、その基礎力を向上
させることを目的とする。
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基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

キャリアデザインⅢ

働くことの目的、意義について考察するところから始め、就職活動
の進め方のレクチャーや就職活動で必要となるスキルを修得する。
特に就職活動において重要となる、自己分析をしっかり行い、働く
意欲を醸成（モチベーション向上）するとともに自己理解を進め
る。また、社会保障制度についても理解し、キャリア形成に役立つ
ようにする。キャリア形成の入り口となる就職について、自ら意欲
的・積極的に取り組むことを目標とする。

基
礎
科
目

一
般
基
礎
科
目

キャリアデザインⅣ

本授業では、就職活動で必要となるスキルの修得を目指す。少人数
単位でグループディスカッション、グループワーク、プレゼンテー
ションの演習を実施する。また、社会で活躍している方とディス
カッション等を行うことで、自分に必要なスキルなどを確認するこ
とができる。本科目では、「話す力」 「聞く力」 「考える力」
「見る力」を身に付け、自分の考えや思いをしっかりと伝えること
ができるようになることを到達目標とする。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

プレ演習Ⅰ

初年次教育プログラムの一環として、少人数のゼミ形式をもとに他
者とのコミュニケーションを深める体験を積むことで大学における
生活習慣の確立と社会化のための心構えを学ぶ。同時に、主体的に
課題解決に取り組む姿勢を修得するために、まずは興味や関心のあ
るテーマから調査研究を実践していく。加えて、大阪産業局におけ
る起業支援や中小企業へのセミナーなどの活動内容を知ることで、
社会課題の実際及びその課題に対しての関わり方の理解を深め、課
題解決の方法やサポート内容についての視野を広げる。

共同

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

プレ演習Ⅱ

「プレ演習Ⅰ」に引き続く科目として、大学における学修と研究、
及びまとめ方についての基礎的学習を深め、3年次における社会創造
学演習Ⅰへつなげていく。大阪産業局における各種プログラムへの
参加企業のwebサイト制作に関わることで、企画提案・企業研究・広
報活動及び企業の社会貢献活動の一端を理解するとともに、目的に
応じた適切な表現方法を学習する。制作活動を通して、ゼミにおい
て取り上げるべき具体的な社会課題の発見力及び解決に向けた他者
のコミュニケーション方法やニーズの聞き取りの方法についての実
践的な学修を行う。

共同

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

社会福祉概論

本授業の目的は以下の２つである。
（１）社会福祉の基本的な視点・考え方を身に付けるとともに、社
会福祉の全体像を把握し、その見取り図を体得する。
（２）社会福祉以外の対人援助や社会課題の解決に関わる人々に
とっては、社会福祉とはどのような営みであり、社会福祉に従事す
る人々は、どのような価値観のもとにどのような範囲で活動してい
るのかを把握することができる。
本授業を学ぶことで、対人援助の基盤の一つである社会福祉の必要
な知識が身に付くとともに、共生社会とそこで活躍する自己のイ
メージを確立することができる。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

社会問題論

社会問題には、社会として解決することの期待、価値観が投影され
る。貧困・生活困窮の問題は「あってはならない」問題であり、そ
れゆえ社会保障制度や福祉事務所などの公的機関が用意される。本
科目は、貧困・生活困窮を題材に、我が国の生活実態と支援の実際
を理解しながら、問題がいかに社会化されていくか、その過程と諸
要件を社会学の各種理論をもとに検討し、社会問題の構造を理解す
る。貧困を問うことは、貧困の基準を問うことである。憲法で保障
される「健康で文化的な最低限度の生活」を問いながら、我が国の
課題を理解する。また、現代社会の貧困問題の現状と課題について
も理解し、話し合うことによって人間・社会への幅広い理解ができ
るようになる。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

ジェンダー論

性別について考えることは、社会について考えることでもある。人
には女性と男性があるが、その性別や性差が社会の仕組みや私たち
の生き方に少なからず影響を与えている。現代社会における様々な
問題を、講義形式を用いて「ジェンダー（社会的・文化的に形成さ
れた性別や性差についての社会通念や社会意識）」という視点から
分析していく。演習シートや視聴覚教材を用いて、受講生自身が考
える機会を提供していく。目の前で起きているたくさんのことを
「性別というシステム」という視点からもう一度見直して、考えて
いきたい。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

人間工学

人間工学は、生活しやすい環境を実現し、安全で使いやすい道具や
機械をつくること、実践的に考えるための学問である。身近な環境
をより良くするために、様々な視点から問題点を発見し、その改善
へ向けて具体的方策を導く能力を修得することを授業の目的として
いる。まず､社会生活の中で生じる人間の特徴的な行動や感覚を客観
的に説明､把握するための説明言語と改善のための視点を解説する｡
またその言語を用い､今まで経験､体験した身の回りの具体的事例に
ついて､高齢者､障がい者､幼児等の行動と比較考察することで､社会
における生活環境の問題点とその改善方法について具体的方策を導
く能力を身に付ける｡
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基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

心理学入門

本講義の目標は、心理学の基本である「心」の科学的な理解であ
る。「心」は、先行する刺激・環境条件と後続する条件（行動：観
察可能な生体の表出現象）を媒介するものとして、行動から推測さ
れる。本講義では、先ず心理学の歴史的背景に触れた後、「学
習」・「知覚」・「記憶」・「発達」などの諸現象について、最近
の認知科学的アプローチの成果も取り入れながら学びを進める。ま
た、動機づけの諸相について、情動的な側面や認知的な影響の見ら
れる点にも触れ、エンジンとしての「心」の機能に関する理解も深
める。心理学の研究対象が人間の行動であることを理解し、科学的
視点から「心」を捉える。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

発達心理学

我々人間は、年齢を重ねるに従い、身体だけでなく心も成長・変化
する。子どもから大人にかけて、人の心はいかなる発達を遂げるの
か。本講義では、心理学的な知見をもとに、発達による心の変遷に
ついての理解を深めていくことを目的とする。具体的には、胎児期
から老年期に至る発達時期の区分の理解に始まり、フロイト、エリ
クソン、ハヴィガーストの発達段階説から人間の発達過程について
理解する。最後に老年期の発達的変化について知的機能、身体的機
能、臨床的な側面から理解を深める。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

障害者の心理

本授業は講義形式で行い、様々な障害に関する基礎的な知識を学ぶ
とともに、心理学的観点から理解を深め、支援を行う上で必要とさ
れる基本的な知織を修得することを目標とする。講義内容として
は、視覚や聴覚など感覚の障害や身体的障害、乳幼児期にみられる
障害や学齢期以降では自閉症スペクトラムや学習障害(ＬＤ)などの
発達障害、精神的な障害､認知症などの障害に関する定義や特徴と
いった基本的な理解とその支援について学修するものである。ま
た、中途障害者の心理や障害のある子どもをもつ親の心理について
も本講義内容に含め学修する。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

高齢者の心理

現在、日本は急速な高齢社会を迎えており、約四人に一人が高齢者
という現状である。そのような現状にあって、介護施設や病院に勤
務する専門家はもちろん、専門家ではない人でも高齢者が抱える問
題を理解し、うまく付き合っていく必要がある。そのためには、高
齢者の心身の特徴を正しく理解するということが重要である。高齢
者に対する単なるイメージや推測ではなく、正しい知識を持つこと
で適切な対応を取ることができると考えられる。本科目では，高齢
者の心身の特徴と高齢者が抱える問題について理解を深める。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

医学知識

医学一般について、基礎的な知識の修得を目指す。医療者とクライ
アントの通訳の役割を果たすのに必要な最低限の医学知識を身に付
ける。単なる知識にならないよう、身近な問題の中の医学的な側面
をさぐる。高齢社会問題、終末期医療、臓器移植など、社会的な問
題に興味を持ち、医学的な側面を理解して、総合的な判断力を養
う。老人医療、在宅医療などの例を引き、実践的な感覚を身に付け
る。教科書的な知識と、現場の感覚のちがいを知り、応用力のある
知識を目指す。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

リハビリテーション概論

リハビリテーションの理念や制度、その歴史的変遷を理解し、リハ
ビリテーションの各段階、リハビリテーションの過程、リハビリ
テーション・チームワーク、リハビリテーションに関わる各種専門
職の役割、障害別及び疾患別のリハビリテーションに関する知識を
修得する。リハビリテーションの概要を理解し、今後、専門科目の
学修を進める上で必要な基本的知識を幅広く学修する。具体的に
は、①リハビリテーション概念と理念、障害構造、リハビリテー
ションの段階及びリハビリテーションの実践過程②専門職の役割と
チームワーク論、リハビリテーションの対象疾患である。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

精神医学Ⅰ

現在、精神疾患は国が対策を策定すべき五大疾患に認定されてお
り、その重要性が認識されてきている。また社会生活におけるスト
レスが増加する中で、精神疾患も増加してきている。日常臨床の場
で、精神疾患を持った患者さんとも対応できるよう、単なる知識だ
けではなく、映像等を通して、精神疾患を理解してゆく。精神医学
的な知識を単に身に付けるだけでなく、更にそれを日常の臨床にお
いて活かせるレベルにまで到達することを目標とする。具体的に
は、「精神障害の原因と分類」「精神障害の診断と評価」「脳器質
性精神障害・統合失調症・症状性精神障害などの精神疾患の原因、
症状、診断、治療法」について理解を深める。

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

教育心理学

教職課程の教職に関する科目の一環として、本講義は、教育現場に
応用可能な心理学的基礎知識はもちろん、生涯発達・生涯教育に関
する心理学的観点も獲得できるように意図されている。具体的に
は、精神分析学的発達理論、愛着行動制御説など代表的な発達理論
を紹介した後、オペラント条件づけなど教育現場における学習理論
の応用、学級集団の社会心理学的理解、パーソナリティ心理学の応
用について学ぶ。最後に統合教育に不可欠な、知的障がい・自閉
症・ダウン症など代表的発達障がいの理解を進める。
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基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

特別支援教育原論

通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとす
る様々な障害等により特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒
が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら
学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、幼児、児童及
び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに
対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応していく
ために必要な知識や支援方法を理解する。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会創造学概論

社会創造学科の初年次教育として、4年間の教育体系を示すとともに
理論と実践の往還によって、学生自身が正課内・正課外の様々な取
組に主体的に関わり、自らの力をつけていく学びについて理解を深
める。本講義では、新たな社会を創造するリーダーの育成を目的と
し、社会に新しい価値を創造して、社会に貢献できる人材を育成
し、個々人の個性を尊重できる自立した精神の育成するために必要
な、「社会を知る」「経済を知る」「環境を知る」ことを目指し、
教員と学生のディスカッション形式で実施する。また、社会創造学
科の特長である、身に付けた知識やスキルを洗練し定着させるため
に、あらゆる手法（アクティブラーニング、フィールドワーク、イ
ンターンシップ等）により理解を深め「人に伝える力」を養う「実
践型」の授業展開の重要性に触れ、以後の専門学修への円滑な接続
を図る。

共同

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会学概論Ⅰ

本講義は、「社会学的理解の基礎を学ぶ」を講義の基本テーマと
し、社会学的な「ものの見方」「発想」「方法」「概念」「理論」
等に関する学生の関心や基礎的な理解を身に付けることを目的とす
る。ただし社会学は、多種多様な現実分析の「発想」「視点」「理
論」「方法」を含むので、その多様性や柔軟さを軽やかに受け入れ
る姿勢も重要である。それゆえ本講義では特定の考えを深堀りする
のではなく、「社会学とは何か」に関する基礎的な理解の修得を促
すことを意図している。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会学概論Ⅱ

幅広く社会学の基礎を学び、現代社会における課題を発見し、その
解決策を示すことで新たな未来型社会を提案できるような人材を目
指す中で、本講義では特に課題を発見する力を養成する。様々な現
代社会の問題について、実際に実践されている具体的な解決策を理
解することで、解決策から課題の見出し方を学び、その着眼点につ
いてグループディスカッションを通じて理解を図る。また、具体的
な実践授業科目のフィールドとして、大学近隣にある「JOCA大阪
（公益社団法人青年海外協力協会）」と連携し、小中学生の放課後
の学習支援や高齢者との触れ合いを通じて、実地における課題発見
力を養う。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

文化人類学

文化人類学を学ぶことは「他者」との違いを優劣で判断するのでは
なく、それぞれの文化的差異を尊重することで自らの視野を広げる
姿勢を身に付けることである。本講義では文化人類学の基礎的かつ
体系的な理解を目指し、それを通じて文化人類学的な「社会」の見
方を身に付ける。具体的には、世界や地域の様々な「他者」として
の人にせまり理解することを通して「社会」や文化の多様性を読み
解き、その「社会」で発生する構造の変化や課題、自我としての人
との関係性とそれらのもつ意味について検証する。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会と文化

衣食住をはじめとした暮らし、生活様式、価値観など、人々の生活
にかかわることの総体としての「文化」は、多種多様な人が共存す
る「社会」の基盤となるものである。いかなる文化が形成されるか
は、その時々の社会状況と密接な関係がある。本講義では、私たち
の身近にある文化事象を題材として取り上げ、その成り立ちや現
状、今後の展望などについて、社会学的アプローチで学んでいく。
文化と社会の関係について、体系的に理解し、身近な文化事象を社
会学の概念を用いて分析・考察することで、新たな価値創造に必要
な視座を身に付けることを目指す。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会とメディア

現代社会におけるメディアの役割は大きく、しかも多様化してい
る。本講義ではメディアに関する全般的な理論だけでなく、音楽、
出版物、映画、ＴＶ、web、SNSなどの各メディアについての有用性
とリスクについても正しく理解していく。さまざまなメディアの誕
生と発展の歴史をひもとくことで、これまでのメディアの移り変わ
りを理解し、今後の社会とメディアの関わりについて考察を深め
る。そして、自分自身が発信者となる際に何をどのようにどのメ
ディアを活用して伝えていくべきなのかを、実際に発信者となるこ
とで実践から学ぶこととする。
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専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

地域社会学

グローバル化が進む現代社会において、一元的な視点から特定の地
域社会における社会的課題を解決することはますます困難になって
きている。複雑性、多元性を増す現代社会においてその地域の社会
的課題を解決するには、ローカル（部分）からの視点とグローバル
（全体）からの視点が欠かせない。本講義では、現代の地域社会に
おいて起こっている様々な社会的課題を自ら発見、考察し、解決へ
の糸口を考える方法を探求する。国内や海外のケーススタディを通
じて、グローバルな視点を持ちながら地域社会で社会的課題の解決
に取り組み、講義を通して培った課題発見能力、解決能力を活かし
て現代社会に貢献できる力を身に付けることを目指す。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

産業社会学

グローバル化に伴う、産業社会を取り巻く諸問題について考える。
今日、国際化や情報化などによる社会の変化により働き方は多様化
し、人びとの就業意識や社会との関わり方も変容している。「仕
事」はどのように変化しているのか、「働く」とはどういうことな
のかといった視点から産業・労働を取り巻く状況を捉え、人々の意
識、活動、そしてそれぞれの関わりに着目する社会学の学びについ
て理解を図る。また、将来の産業社会における生産性と人間性の融
合についても検討していく。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

社会調査演習

本講義では、受講生が実習を通して独力で社会調査が行なえるよう
になるための知識を提供する。授業は、（1）調査の設計や分析に必
要な統計的知識の修得、（2）調査票の作成ならびに実査、（3）報
告書作成で構成されている。調査テーマとして学生にとって身近な
問題を設定する。問題設定、対象者選定、調査票作成、集計、デー
タ分析、報告書の作成といった一連の過程を実際に行うことによ
り、社会調査に必要な知識とスキルを獲得することができる。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

法学

本講義では法や法律に関する事柄を学ぶ。法律は、難解な言い回し
や専門的な用語が多く、法律専門家だけが扱うものというイメージ
が強い。しかし実際の現実社会に生きる市民として、私たちは無意
識に、場合によっては意識的に法と関わっており、その関わりを完
全に拒否することはできない。また社会学や社会福祉などについて
専門的に学ぶ学生にとって、「法的」な観点から自らの専門分野に
関わる問題や出来事を捉えることは、むしろ積極的に求められるこ
とでもあろう。
本講義では、私たちが生きていく中で遭遇しうるいくつかの局面や
状況を挙げながら、それぞれにおいて私たちが様々な法（憲法や民
法、刑法など）とどのように関わるのかを明らかにする。

専
門
科
目

社
会
学
基
礎
科
目

行政学

「行政」は我々の身近に多様な形で存在し、現代社会で生活をする
上で、行政活動とは多くの関わりがある。本講義では、行政の歴
史、活動の仕組み、組織、政策形成など行政に関する基礎的な知識
を学ぶ。その上で現代行政に差し迫っている問題点や課題等につい
て、具体的事例から考察する。また、授業後半では、国及び地方公
共団体の公共政策の立案過程から、実施・評価に至るまでの流れに
ついても学ぶことでその重要性についても理解を図る。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

現代と社会

現代に生きる我々は従来属していた集団、例えば家族、学校、会
社、地域、国家、あるいは性や年齢、宗教などの囲いから離れるこ
とが容易になり、個々人の信条やライフスタイルに応じた生き方が
可能となりつつある。その一方、帰属意識の低下は孤立や無縁を生
み出し、「私はどこに立っているのか」を見失う者を多く生み出し
ている。本講義では社会学の理論や概念、様々なデータを使い現代
社会を読み解き、より良い社会の姿を模索する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

地域子育て支援社会論

本講義では、地域社会における日常生活の中にある様々な問題につ
いて学ぶ中で、地域福祉とりわけ子育て支援を中心に考える。現代
社会における子育ての現状と課題を理解し、子育て支援に関する地
域福祉の取組について学ぶ。具体的に、様々な自治体における活動
を紹介しながら、地域住民が行政機関やNPO法人といった様々な団体
とともに福祉課題の解決に取り組む多様な実践例を学ぶことで、次
代の子育てにやさしい社会を考察する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

フィールドワーク論

「フィールドワーク」とは、調査対象のフィールドを訪れ、時には
人々の生活空間に入り込み、そこでの状況を観察したりインタ
ビューをすることで得られた調査結果から、課題を明らかにし解決
を図る調査方法である。本講義では様々な種類があるフィールド
ワークの技法について、体系的に理解し、それぞれの調査法の特徴
について学ぶ。社会創造学科で展開される様々な実践型授業をより
有意義なものとするためにも重要な「理論」を理解する授業であ
る。
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専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

経済学

経済学は、経済の仕組みや、様々な経済活動の仕組みを研究する学
問であり、経済の語源「経世済民」（世を治め、民を救う）にある
ように、私たちがよりよく暮らしていくためにある。本講義では、
私たちの生活と経済との関わりについて、基礎用語・概念、経済現
象を扱い、「豊かさ」という問題を経済的視点からとらえ、「豊か
に生活する」ことについて考える。具体的には、景気問題、産業構
造、経済成長、金融政策、物価、財政問題などを取り上げ、最新の
資料・統計を利用しながらそれらのメカニズムを解釈し、理解する
ことを目指す。講義を通じて、最近の経済状態が私たちの生活にど
のような影響をもたらしているかが理解でき、同時に「豊かさ」の
真の意味、その実現の道を考える手がかりを得ることを目指す。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

商学

商学とは、製品やサービスなど「商品」の生産過程、販売方法、流
通システムと消費について研究する学問である。本講義では「商
業」「マーケティング」「流通」の概念について理解した上で、企
業の活動、特にマーケティングと流通を中心に学びを進める。マー
ケティングとは個人や企業が消費者の意向を製品に反映したり、そ
の製品を提供する過程を研究するもので、具体的には宣伝広告、販
売促進、市場調査といったものを指す。流通分野では商品の流通過
程の研究等を行い、商業立地、消費者行動の理解、小売り・卸売業
の実際などを学ぶ。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

経営学

本講義では、「経営学」及びその中心的な対象の「企業」に関して
の考察を深める。社会における企業の活動と、その企業の中で実際
に行われている活動を理解し、企業経営の全体像を学ぶ。その上で
企業経営における「管理」について、計画・組織・リーダーの役
割・統制といった点から明らかにしていく。そして、現代社会にお
いて経営が直面している問題を取り上げ、企業経営やその活動にど
のような影響を与えているかを確認し、いかに解決していくべきか
を検討する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

簿記会計（応用）

基礎科目の「簿記会計」で修得した仕訳から決算までの基礎知識を
さらに発展させて、より実践的な簿記会計知識を身に付ける。様々
な商取引における具体的な会計処理について学びを深め、財務分析
を行うための指標を理解することで財務諸表から企業活動を読み取
ることができる力を身に付け、日本商工会議所簿記検定（3級・2
級）の資格取得を目指す。基礎科目同様、習熟度レベルに合わせ､基
礎から応用､試験対策まで､段階を経てステップアップしていく｡

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

大衆文化論

映画、音楽、大衆演劇、マンガ、アニメーション、野球、サッ
カー、ブログ、チャット、ゲーム等「大衆文化」の多くはそもそも
日常生活の中で形作られ、発展してきたという経緯がある。本講義
では、日本のそれぞれの時代における社会意識と対応した形での
様々なジャンルの大衆文化について、その内容だけではなく大衆文
化がその時代で果たしてきた役割について考察する。かつての大衆
文化を学ぶことで、現在にも共通する点を見出し大衆文化の流れを
理解し、社会と文化の関わりについて概観する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

知的財産法

人間の知的活動によって生み出されたアイデアや創作物などには、
財産的な価値を持つものがある。その中には特許権や実用新案権な
ど、 法律で規定された権利や法律上保護される利益に係る権利とし
て保護されるものがあり、それを「知的財産権」と呼ぶ。具体的に
は、音楽、映画、絵画などの著作物を保護する著作権、発明を保護
する特許権、考案を保護する実用新案権、デザインを保護する意匠
権、商品やサービスなどを区別するためのマークを保護する商標権
等がある。本講義では個々の企業が知的財産を戦略上どのように位
置づけているかを学び、その重要性について理解を深めることを目
的とする。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

広告論

広告に関する基礎知識から広告マネジメントの考え方について学
ぶ。
消費者から支持されるために製品やサービスの広告活動を実践して
いくには、マーケティングの重要性について理解しておく必要があ
る。本講義では実際の広告事例から現実の広告活動を捉える洞察力
を養い、消費者行動や心理学といった観点からもその関わりについ
ての理解を図る。また、インターネットやソーシャルメディアと
いった新たなチャンネルを利用した今後の広告活動のあり方につい
ても展望する。
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専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

マーケティング論

今日では、マーケティングはものづくりだけでなく、サービス提供
も対象として拡大しており、その考え方、理論・フレームワークは
企業活動だけでなく、福祉、医療、教育など公共公益分野において
も広く取り入れられている。本学科の卒業生もサービス提供に携
わったり、ビジネス分野だけでなく公共公益分野での活躍が期待さ
れている。そこで本講義ではまず前半でものづくり・サービス提供
に共通するマーケティングの基本事項を取扱い、後半ではサービ
ス・マーケティングの考え方、理論・フレームワークを取扱う。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

インターネットビジネス論

インターネットは世界中に広がり、企業だけでなく一般市民の生活
にもなくてはならない存在になっている。また、ビジネスの分野に
おいてもインターネットを活用することで、今までには見られな
かった新しいビジネスやサービスも生まれてきている。本講義では
インターネットを活用した製品やサービスの広告、販売、決済と
いったインターネットビジネスについて、具体的な事例を取り上げ
て、その仕組みについて学ぶ。またインターネットビジネス上、特
に重要となるセキュリティについても理解することで、安全に商取
引を実施するための基礎的知識を身に付ける。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

NPOとソーシャルビジネス

ソーシャルビジネスは、営利のみを追求するビジネスとは異なる新
しいビジネスである。高度に複雑化し、成熟化した現代社会におけ
る様々な社会的課題は、これまでの公共政策や、企業活動だけでは
なかなか解決ができないものとなっている。そのような状況の中
で、地域コミュニティやＮＰＯによるビジネス、企業の社会貢献活
動、その他の非営利活動などが行うより良い社会づくりを目指す活
動がソーシャルビジネスである。本講義では、様々なソーシャルビ
ジネス活動を理解したうえで、特にその中心的役割を果たしている
NPO法人に着目し、その成り立ちから特徴、意義、具体的な活動内容
までを学ぶことで、ソーシャルビジネスのあり方について考察す
る。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

情報科学

日常生活において情報あるいはコンピュータとの関わりは増大して
おり、社会が求める情報科学やコンピュータ及び情報ネットワーク
等に関する基本的な知識を身に付けることは重要である。そのため
に本講義では、「情報とは何か」という問いに向き合いながら、コ
ンピュータにおけるデータ表現、 コンピュータの仕組み等の基礎的
な事項について理解する。 その後、 コンピュータ・ソフトウェ
ア、 知識情報処理、 情報理論、 データマイニング、アルゴリズム
等の情報科学の諸分野について考察することで、情報活用の応用力
や創造力を養っていく。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

情報ネットワーク論

情報ネットワークとは複数のコンピューターが通信回線等を経由し
て互いに情報のやり取りを行う仕組みである。本講義では、情報化
社会の基盤である情報ネットワークについて、存在意義や重要性を
理解し、通信が確実かつ安全に行われるための構造や仕組みについ
て学ぶ。具体的には、ネットワークの基礎知識、インターネットの
成り立ちと通信技術、ネットワークセキュリティについて学び、イ
ンターネットを活用した情報社会の将来像を考察し、自らの考えを
プレゼンテーションできることを目標とする。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

地域産業論

現代社会において、地域における経済活動がどのようにその地域と
関わっているのか、また地域社会における産業がどのように根付
き、地域にどのような効果をもたらしているかについて、具体的事
例をベースに学ぶ。また、地域における政策がどのように関わって
いるのかについても考察する。地域における企業活動とその役割、
自治体との連携、労働力としての地域住民の雇用等について学ぶこ
とで、地域と産業との関係について理解を図る。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

地域振興論

地域社会が抱える問題を発見し、それらの解決に向けた地域づくり
の様々な手法について学ぶ。地域活性化のためには，地域の現状を
把握し、その地域の特徴に合わせた振興を図っていくことが求めら
れる。本講義では①地域とは何かを理解する、②各地域が抱える問
題について理解する、③問題解決のための方策を多面的に検討し実
践する、の3つのポイントから地域のすばらしさを再認識し、学生自
身が地域の担い手となるための知識とスキルを修得する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

流行科学論

流行について社会学の観点から学ぶ。流行現象を集合行動の理論か
ら分析をし、その発生から消滅までのプロセスについて知ること
で、社会の変化を読み取る。また、個人の消費行動との関連につい
ても考察する。授業ではこれまでの流行品やトレンドを実際の事例
として取り上げながら、その流行現象が起こった当時の社会情勢や
産業システムとの関わりについても目を向けることでそれぞれの時
代についての理解を図るとともに、流行がもたらした影響とトレン
ドの創り方についても検証する。
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専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

サブカルチャー論

本講義では、芸術、文学、マンガ、音楽、映画、衣食住などあらゆ
るジャンルにおける日本の様々なサブカルチャーについて、そのサ
ブカルチャーが成立した歴史的背景から現在に至る発展を様々な実
例を基に分析し、サブカルチャーが社会に果たしてきた役割と意義
を考察する。サブカルチャーの様式や特徴、社会との関わりなど文
化の様態の変容を考察することで文化の多様性と可能性を理解し、
錯綜する現代文化についてのアプローチ方法を検討する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

ビジネスプランⅠ

ビジネスプラン（事業計画書）とは、新たなビジネスモデルを思い
つき、それを実現させようとするときに作成する文書である。本講
義ではビジネス活動における事業計画書について、これまで学んで
きた経営学の理論に沿って分析をし、経営に関する基本的知識をど
のように実践で活かすかを学ぶ。ビジネスアイデアからビジネスプ
ランへと練り、実際に企画として立ち上げるための戦略やマーケテ
イング、実施する組織作り、財務や予算獲得までを実際の事業計画
書を研究することで確認していく。経営学の知識の具体的な活用法
を学ぶとともに収益事業をいかにして創造していくかを理解する。

専
門
科
目

現
代
社
会
関
連
科
目

ビジネスプランⅡ

本授業では、「ビジネスプランⅠ」で学んだ様々なビジネス活動に
おける事業計画書について、自ら作成することができるようになる
能力を養う。具体的には様々な社会課題解決を実現するための方策
を学生自身が検討し、その企画提案を実践するために多くの理解者
を得られるよう事業計画書を作成しまとめる。作成する中で企画の
実現性や過不足について理解をし、ブラッシュアップを行い効率化
を図ることで企画そのものを洗練していく。事業計画書作成を通じ
て、将来社会に出た際に即戦力として実践できる観点と能力を身に
付ける。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

認知科学

認知科学とは、情報処理の観点から、人の知の動きから「心」を理
解しようとする学問である。「人工知能」とともに成立した認知科
学のこれまでの歴史を学び、「心」の働きに認知科学がどのような
アプローチで追求していくかを理解する。人の認知のメカニズムを
知るとともに、心理学だけではなく文化人類学や言語学、情報科
学、教育学といった領域との関わりについても理解を図る。認知科
学のアプローチは社会創造学科の体系的な学びにおいても非常に役
立つ科目となる。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

論理的思考法

本講義では、課題解決のための論理的思考法及びフレームワークに
ついて学ぶ。まず、講義前半ではロジカルシンキングの概要や基礎
技術について理解し、ビジネスの各分野における代表的なフレーム
ワークを学ぶ。後半では課題解決のための思考技術についても学
び、自分の考えを説得力を持って伝えるためのコミュニケーション
能力を身に付ける。授業を通じて、コミュニケーション能力だけで
はなく、社会人として必要不可欠な課題解決能力や意思決定力など
を養うことを目標とする。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

リスクコミュニケーション
論

社会における様々なリスクについて学ぶとともに、リスクの種類と
その把握方法を学び、リスクマネジメントについての理解を図る。
また、危機の未然防止のための組織間コミュニケーションやメディ
アを介したコミュニケーションなど、社会における様々なリスクコ
ミュニケーションについて、実際の危機における事例分析を通じて
学んでいく。社会での実践力を身に付けるために、様々なリスクの
予測ができるようになるとともに、実際のリスクに対する迅速な判
断と適切な対応力が必要となる。そのためのベースとなる理論を学
ぶ。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

メディアコンテンツ論

技術革新が進むなか、メディアを活用したコンテンツが社会に多く
溢れているが、コンテンツ消費の時代に、どのようなコミュニケー
ション戦略、マーケティング戦略をとればよいのか、時代の捉え方
やマーケティング理論を解説する。さらに、アニメ、映画、スポー
ツ、TVなどの多様化するコンテンツビジネスの現状を説明し、各分
野の専門領域を超えて、メディアにおける表現を軸に体系的に学
ぶ。課題テーマに応じて分析やリサーチ、プレゼンテーションなど
の演習を通じて、魅力的なメディアコンテンツ制作に必要となる知
識とスキルを修得するとともに、コンテンツビジネスの新たなあり
方を探る。
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専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

インストラクショナルデザ
イン

インストラクショナルデザインとは、学習を効果的・効率的・魅力
的にするための手法を科学的に追求していく考え方である。学習内
容の設計ではなく、学習の目標や目的と評価方法を定めてから、学
習の仕組みを検討する手法であるため、近年は教育現場に限らず、
様々な研修等でも採用されている。本講義ではインストラクショナ
ルデザインの代表的なモデルであるADDIEモデル、TOTEモデル、ARCS
モデルについて学ぶ。インストラクショナルデザインを理解するこ
とで、本学科で社会課題解決のための手法として、また社会表現を
実践して解決策を可視化していく中でも役立つ手法を身に付ける。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

参加型デザイン論

参加型デザインとは、商品や製品の消費者がデザインの過程に能動
的に参加し、デザインされる製品がエンドユーザーのニーズに合っ
ているか、使い易さはどうかなどを事前に確認するデザインにおけ
るアイデア創出の手法の一つである。デザインプロセスの一連の流
れの中で、ユーザーの意見が集約され、デザインの方向性に合意が
形成される必要があり、ユーザーとの直接のやりとりや観察の中か
らの気づきなど、ニーズの中から重要な課題を抽出し可視化するこ
とも大切である。本講義では、参加型デザインの理論と方法につい
て学ぶとともに、インクルーシブデザインについても理解を図る。
高齢者、障がい者、外国人、子どもなどのユーザー層も包含し、か
つビジネスとして成り立つデザインを知ることで、人と人の間にあ
る社会課題に対しての気づきとその解決策について学ぶ。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

ライフデザイン論

本講義では、自分自身の人生設計を描くに当たり、就労意識や仕事
観を醸成しつつ社会人として兼ね備えるべき基本的な知識・スキル
を身に付ける。また、その上で自分らしくよりよい生き方を探求し
ていくための方法について学ぶ。現代社会における問題をどのよう
に解決すれば、自分自身だけではなく、社会の一人ひとりが生きが
いを持って過ごしていけるのかを検討することで、多様性について
の理解を深め社会課題の解決方法についての基本的なスタンスを確
立することを目指す。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

自己表現技術論

言語表現、音楽表現、造形表現、身体表現等、自分の考えを言葉と
言葉以外の手段を用い、相手に伝える方法は様々であるが、その表
現によって、相手に理解を促し、興味を引き、注意喚起をし、お互
いが共感することは非常に難しい。本講義では、自分自身を理解し
た上で、相手の立場に立った物事の捉え方、情報収集の方法、適切
な表現方法・ツール等について学ぶことでより効果的な「伝え方」
について学び、社会人としてアサーティブな自己表現力を身に付け
る。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

コミュニケーションデザイ
ン論

本講義では、一般的なコミュニケーションを取り上げるのではな
く、社会表現を実践していく上で、発信者が意思と目的をもって伝
えるべき内容を、誰に何のために伝えるのかを念頭に、「どのよう
に」伝えればより効果的に伝わるかを学ぶ。多様な考え方について
理解をするとともに多彩な表現方法を身に付けるために、社会にお
ける様々な表現物を事例に取り上げて学ぶ。具体的には、マスメ
ディアにおける宣伝や広告などのデザインを通じたコミュニケー
ションの役割や機能を理解し、全体を通して適切なコミュニケー
ション方法についてデザインしていく方法を身に付ける。

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

社会実践演習Ⅰ

地域における社会課題を発見し、その解決方法を探求する力を身に
付ける。大学のある摂津市の企業・社会福祉法人・自治体等からゲ
ストスピーカーを招き、具体的な活動内容を聞くことで、それぞれ
が実践している地域における社会課題解決の取組について理解す
る。それらの実際の取組をヒントに、学生の目線から新たな課題と
考えられる部分を見つけ出し、その原因を検討していく。授業実施
方法としては、全般を通して学内におけるグループワークで個々の
団体の分析をするとともに、学生として考え得る、その団体が解決
可能な地域における課題をできるだけ多く検討していく。そして2年
次後期開講の「社会実践演習Ⅱ」で、具体的な解決方法を探求して
いく。

共同

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

社会実践演習Ⅱ

2年次前期開講の「社会実践演習Ⅰ」で、大学のある摂津市の企業・
社会福祉法人・自治体等の様々な活動について理解をし、地域にお
ける課題についての検討を行った。本演習では、それらの地域が抱
える課題について、それぞれの団体において実現可能なまちおこし
の観点から解決策を見出していく。グループで取り上げるべき課題
を決定し、教員のファシリテイトのもと、ディスカッションを通じ
て自分たちの考える新しい取り組み方針を作成し、最終的には課題
の可視化から解決策についてのプレゼンテーション資料を完成させ
る。社会課題の解決力の育成とともに社会表現の方法についてその
一端を理解する。

共同
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専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

社会実践実習Ⅰ（フィール
ドワーク）

「社会実践演習Ⅰ・Ⅱ」で検討した摂津市の企業・社会福祉法人・
自治体等に実際に赴き、それらの団体が実践している社会課題解決
の取組の実際について見聞きをし、触れることで視野を広げる。そ
して、学生自らが検討してきた地域における改善点に対しての新し
い取組の提案を行うことで地域の活性化にチャレンジする。グルー
プ毎にそれぞれの企画や改善提案について、実際に各団体の担当者
の指導を受けながら企画を完遂する。机上での検討と異なる実践に
おけるハードルや困難さを知るとともに、各団体の担当者との連携
を通じて社会におけるビジネスルールを知る機会を得る。

共同

専
門
科
目

未
来
型
社
会
関
連
科
目

社会実践実習Ⅱ（インター
ンシップ）

１年次の「JOCA大阪（公益社団法人青年海外協力協会）」でのボラ
ンティア活動や地域連携、２年次での摂津市の企業・社会福祉法
人・自治体等との連携による企画提案等を経て積み上げた経験を活
かし、本実習では最終的な社会実践の場としてのインターンシップ
に臨む。大学と提携している受入先における企業活動やCSR活動に関
わることで、社会における各団体の役割を知るとともに、社会貢献
や地域活動についても理解する。なお、インターンシップの実施に
あたっては、正課外においてキャリアセンター課と連携をし、業
界・職種研究、自己分析、マナー講座等の事前指導を行い、終了後
は学科内におけるインターンシップ報告会を実施し、事後の振り返
りとする。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

実践情報処理Ⅰ

実践情報処理では、ビジネス現場で必要とされる情報処理能力を身
に付けることを目的として開講する。本講義では実践情報処理Ⅰと
して、webの仕組みや webシステムを構築するための知識・技術を学
び、WorldWideWebの仕組み・構造を理解するとともにwebの関連技術
やwebを使った応用システム・サーバの構築について学ぶ。主に、
webの基礎、HTMLとCSS、リレーショナルデータベース、クライアン
トサイドの技術、webのセキュリティ、セマンティックwebとリンク
トデータなどを理解することで、webサイトを適切かつ効果的に活用
できる実践的能力を身に付ける。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

実践情報処理Ⅱ

本演習では、基本的な情報処理技法の中から「クラウド関連」につ
いて、実際にGoogle WorkspaceやGoogle Cloud、AWSを使用して、ク
ラウドサービスの具体的な操作方法について身に付ける。実践的な
カリキュラムを通じてクラウドコンピューティングに関する知見を
演習形式で学び、チームでのより効率的かつリアルタイムなコンテ
ンツ作成、共同編集が可能となるような運用法を修得することで、
クラウドサービス利用のメリットについて理解を図る。大学の授業
における様々な有効的な活用法を知り、2年次以降の社会表現活動を
チームで進める上での必修スキルを身に付ける。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

実践情報処理Ⅲ

情報処理システムを活用するにあたり、その中核技術としてのデー
タベースの理解と操作は必要不可欠である。本演習では、データ
ベースの基本的な考え方と動作を理解し、その設計・構築・活用に
関する基本的な技術を学ぶ。具体的な内容として、カード型リレー
ショナルデータベース「FileMaker」を使用し、データベースの仕組
みと理論を修得し、学生一人ひとりが自らデータベースを設計し構
築できるスキルを身に付ける。本科目を学ぶことでデータベースの
目的を理解し、他者に説明できるようになるとともに、リレーショ
ナルデータベースモデルを構造的に理解し、効率的な運用を行うこ
とができるようになることを目指す。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

実践情報処理Ⅳ

AI、IoT、ビッグデータなどのデジタル技術の進歩により、様々な産
業においてデジタル・トランスフォーメーション（DX）が進み、デ
ジタル化が加速している。本演習では、国家のデジタル戦略につい
て理解するとともに、DXを活用するビジネスについて学ぶ。そし
て、企業の具体的取組事例において、より良いサービスや業務を実
現するためにどのような形でICTを活用しているかを実践で学ぶとと
もに、企業のデジタル経営に関わる課題やデジタル技術の発達がも
たらす社会的影響（DX革新）とその要因などについても理解を深
め、社会課題の解決にICTを活かす力を身に付ける。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

実践情報処理Ⅴ

本演習では、計測・制御システムのプログラミングについて学び、
その仕組みを理解し、安全で効率的なプログラムの制作スキルを身
に付け、動作の確認及び欠陥に対する原因究明及び不具合の解消等
ができるようになることを目指す。また、情報通信ネットワークシ
ステムについて、その構成と情報を利用するための仕組みについて
も学び、プログラミング技術を身に付けることで、現代社会におい
て情報技術が果たしている役割とその仕組みについて理解を深め
る。
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専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

写真・映像制作基礎

社会表現活動において「画像」を扱うに当たり「写真」と「映像」
を撮影する上での基礎知識を修得する。具体的にはカメラの基本原
理を理解し、レンズの特性、光の考え方やライティングの仕方、構
図等について学び、目的に応じた様々なシーンにおける撮影方法を
身に付ける。コンピュータによる画像編集や効果的な加工方法をス
キルとして身に付ける以前に、撮影に関する理論を学び、実際に撮
影することを通じてそれらを確認し、コンテンツの元となる素材の
収集技術を自分自身のものとして吸収する。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

音声科学

社会表現活動において「音声」を扱うに当たり「音」の実態につい
て、その性質の理解を図るともに感覚ではなく科学としての「音」
の理論を学ぶことで、人間と音との関わりに対する科学的な理解を
深める。また、実際に音声や音楽を作成し、コンピュータを活用
し、その音声処理技術としての音声分析や合成について学ぶこと
で、効果的な音声や音楽の活用方法を理解し、実践的な音声分析と
合成の目的、方法及び結果の評価方法を身に付ける。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

データベース概論

本講義では、データベースの仕組み、様々な役割、活用の事例を学
ぶ。リレーショナルデータベースの基本概念とモデルについて理解
するとともに、SQL言語の基本的な考え方を身に付ける。実際にデー
タベースソフトを活用したデータベースシステムの設計・構築、管
理、運用の方法について、具体的な活用事例から理解を深める。さ
らに、ビッグデータ時代で用いられる新しいデータベース技術の概
要についても学ぶ。また、同一学期に開講する「実践情報処理Ⅲ」
での演習形式の授業におけるアウトプットを通じてデータベースを
構築し、活用する実践的能力を身に付ける。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

データ分析Ⅰ（SPSS）

SPSSは、汎用機の時代から社会調査データを分析するためにもっと
もよく利用されてきたソフトウェアである。
コンピュータの初心者でも容易に扱うことができる簡便性を持って
いる。社会調査で必要とされる相関係数や回帰分析以外にも、分散
分析、共分散分析、判別分析、因子分析、信頼性係数を扱うことが
できることからアンケートデータ、売上データ、購買データ、医療
系データなどの分析に幅広く使用することができる。本講義では
SPSSの基本的な使い方を学ぶ。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

データ分析Ⅱ（NVivo）

NVivoは多種多様な質的データを一元管理し、様々な分析機能により
データを読み解き、根拠に基づいた洞察・仮説を得ることを支援す
るQDA（質的データ分析）ソフトである。テキスト、画像、ビデオや
SNSなど、身近にあふれている大量のデータから収集した知見に対
し、「どんな言葉が使われているか」「何が論じられているか」等
の可視化や、手作業では難しかったデータの俯瞰を可能にし、分析
の着目点を効率よく発見できる点が特徴である。本講義ではNVivoの
使い方を学び、実際の調査にて役立たせることを目指している。

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅰ

「コンピュータ技術」の演習授業では、様々な社会課題の可視化を
行ったり、またそれら社会課題の改善等を行うための企画提案や社
会表現活動を実践するに当たっての必要なアプリケーションの技術
修得を目指す。「コンピュータ技術Ⅰ」ではAdobe Lightroomを用い
てデジタルカメラで撮影したRAW画像を現像し、写真を簡易に編集
し、自身の伝えるべきイメージをよりダイレクトに表現する撮影・
編集スキルを身に付ける。写真表現において、必要不可欠な技術と
なったコンピュータによるフォトレタッチについて、Adobe
Photoshopを用いて写真加工技術についての基礎的な演習を行うこと
で操作技術を修得する。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅱ

本演習では、デジタルオーディオ編集ツールであるAdobe Audition
を使って、コンピューターのマイクやスタジオの録音機器で録音し
たサウンドを加工し、様々なエフェクトツールによりダイナミック
なサウンドを作り出す方法を身に付ける。また、動画における音声
編集ではAdobe Premiere Proとリンクさせてより効果的な音声加工
を実践する。音声編集の包括的なソフトの活用方法を身に付けるこ
とで、社会表現活動においてもストレートでインパクトのあるメッ
セージを伝えることができる。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅲ

本演習では、デジタルオーディオ編集ツールであるAdobe Audition
を使って様々な音の表現方法を学び音楽制作の演習を行う。制作を
通じ、デジタルでの音響処理や合成といったコンピュータでしか実
現できない表現技術を修得する。またソフトウェアの使い方だけで
なく、音楽制作の際に必要になる基礎知識も併せて学修する。コン
ピュータミュージックの可能性を最大限に活かし、自由な発想での
音楽表現法を身に付ける。

共同
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専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅳ

本演習では、画像編集ソフトのAdobe Photoshopを使ってクリエイ
ティブな表現を実践するためのグラフィック加工スキルを修得す
る。レイヤーの操作、画像の組み合わせ、レイヤーマスクの使用、
及びクリエイティブなグラフィック、テキスト、エフェクトの追加
方法といったPhotoshopの応用的なフォトレタッチ・デザイン・テク
ニックを身に付ける。また、課題作成等の実践を通じて、コン
ピュータによるグラフィック加工のプロセスについても理解を図
る。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅴ

グラフィックデザインソフトのAdobe Illustrator について、その
操作方法を基礎から実践的なレベルまで修得する。イラスト制作に
ついて、構図、背景、色彩についての理解を図り、ベクターデータ
形式を活用するデジタルイラストを制作する。アプリケーションの
概要について理解した上で、レイヤーやフィルターといった各ツー
ルの使用方法やグラデーション作成などについて演習形式でスキル
アップを図り、最終的には目的に応じたオリジナルイラスト作品や
ポスターを制作することが出来るまでの技術を身に付ける。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅵ

印刷及びデジタルメディアのための、レイアウトとページデザイン
用ソフトであるAdobe InDesign の操作方法を修得する。本、デジタ
ルマガジン、電子書籍、ポスターなどの制作とパブリッシュに必要
な機能を操作し、インパクトのある印刷物を作成するスキルを身に
付ける。また、チームでプロジェクト型の課題に取り組み、Publish
Online を使用して、作成したドキュメントを公開するところまで取
り組む。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅶ

実写映像、アニメーション、3DCGといった様々な映像表現につい
て、編集の基礎知識を身に付けるとともに映像の概念、企画、撮影
方法など制作全般についての理解を深めていく。動画編集ソフトの
Adobe Premiere Proを使用して、実写映像などのカットをつなげて
作品を制作するなど、デジタル映像編集の専門的知識･技能を身に付
ける。最終的には、自身のオリジナル作品が制作できるようになる
ことを目標とする。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

コンピュータ技術Ⅷ

コンピュータ技術Ⅶで身に付けるデジタル映像編集の専門的知識･技
能をベースに、特にアニメーション制作について理解を深めてい
く。レイアウト、原画、動画、ペイント、撮影といったアニメー
ション制作におけるワークフローを学び、それぞれの工程の役割や
作業内容について理解する。その上でAdobe Premiere Proを使用し
てアニメーション映像の作成や、実写映像にアニメーションのタイ
トルやロゴを追加してより効果的な映像の制作技術を学ぶ。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現演習Ⅰ

本演習では、1年次・2年次の演習授業で身に付けた社会表現科目の
スキルを活かして、具体的な社会課題の可視化を図る。「実践情報
処理」で修得したビジネス現場で必要とされる情報処理能力はもと
より、「コンピュータ技術」で身に付けた各種アプリケーションの
操作技術を活用し、それぞれのアプリケーションを複合的に駆使し
て、課題の可視化だけではなく課題の改善のためのプレゼンテー
ション画像や映像を作成する。より効果的な企画提案ができるよう
さらにスキルアップを目指す。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現演習Ⅱ

本演習では、学生自身が発見した社会課題についてその解決方法を
検討していくにあたり、社会調査を実施し、その調査結果について
量的（SPSS）及び質的（NVivo）に分析を行う。それらの分析結果を
データベースに反映し、自らが導き出した解決方法についての検証
を実施した上で、最終的に課題改善の提案ができるようなプレゼン
テーション資料の作成を行う。これまでに身に付けたデータ分析や
アプリケーションの操作スキルを活かして、より的確でダイナミッ
クな提案ができるような実践力を養う。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現演習Ⅲ

グループワークを通じて、webサイトを構築し、社会調査やデータ分
析を基に実際にオンラインショップを開設する。具体的には2年次の
プレ演習Ⅰ・Ⅱでwebサイト制作を行った企業の協力を得て、同社の
e-コマースサイトを立ち上げる。立ち上げにかかる作業をグループ
メンバーで協力・分担をし、様々な課題をクリアして、ネットビジ
ネスを実践するための知識やノウハウを蓄積し、ひとつの形として
のサイトを作り上げる。これまでの演習で身に付けたコンピュータ
の操作スキルを実践する力だけでなく、ネットショップ運営のため
の実務能力も身に付ける。

共同
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専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現演習Ⅳ

社会表現演習Ⅲで立ち上げた協力企業のe-コマースサイトの運営を
通じて入手する様々なデータを活用して、サイトの維持・更新をし
ていく実践力を身に付ける。グループ内で分担をし、SPSSやNVivoを
活用したデータ分析を行い、その評価結果を全体で検証すること
で、サイトの維持・改善策を検討する。一連の作業を通じて、実際
のビジネス現場における課題発見・解決能力を養うとともに、グ
ループワークを行うことでビジネス現場におけるチームワークや
リーダーシップの理解を促す。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現総合演習Ⅰ

3年次の社会創造学演習Ⅰで、他学科のゼミとのコラボレーションに
よる課題発見から、グループワークを通じての課題解決方法を提案
した流れについて、それらの活動を一つの制作物として作り上げ
る。1年間かけて実践してきた内容を振り返りつつ、それらを作品と
して仕上げ、学内での発表を行う。発表で多くの人の目に触れるこ
とにより、作品としての評価や改善点を得て、それらの対応を基に
コンピュータの操作スキルを磨き、より効果的な表現方法を身に付
ける。

共同

専
門
科
目

社
会
表
現
関
連
科
目

社会表現総合演習Ⅱ

本演習は社会創造学演習Ⅱ及び卒業研究発表に向けた制作課程の演
習科目である。学生自身が4年次ゼミで取り組む社会課題の解決につ
いて、その課題や提案内容の可視化を図るために、これまでに身に
付けた様々な表現方法を駆使してより適切で効果的な制作活動を行
う。後期に開講する「卒業研究発表」の準備段階としての作業であ
り、年度末の発表を見据えて、企画作成から構想設計を経て実際の
制作活動へと段階的に取り組んでいく。

共同

専
門
科
目

ゼ
ミ

社会創造学演習Ⅰ

3年次ゼミとして1年間の授業展開を実施する。本演習では、ゼミ単
位あるいはゼミを複数のグループに分けて、他の学科の3年次ゼミと
のコラボレーションによる社会課題の発見・解決を図ることでソー
シャルアントレプレナーシップを養う。具体的には他学科における
対人援助の専門職として対峙する社会課題について他学科ゼミへの
聞き取り調査を行い、その内容を写真・映像・イラスト等に落とし
込み、課題の可視化を行うことでより詳細に理解し、ゼミ間、学生
間の議論を通して課題解決の方法を探求する。最終的には解決策を
制作物として完成させ、社会創造学科主催で全学に開放して実施す
る「課題解決提案コンテスト」に出展する。

専
門
科
目

ゼ
ミ

社会創造学演習Ⅱ

4年次ゼミとしての社会創造学演習Ⅱでは、これまでの学びの集大成
として学生個人あるいは学生グループそれぞれが見出した社会課題
について探求しその解決策を提案する。社会課題の発見、データ分
析、解決方法の検討といったそれぞれの段階における調査・作業・
制作にじっくり取り組むことで、ソーシャルアントレプレナーシッ
プを養成する。最終的には「卒業研究発表」で提案の可視化、公表
を行い、問題の解決だけではなく事業や組織の創造までをも視野に
入れた研究活動を行う。

専
門
科
目

ゼ
ミ

卒業研究発表

社会創造学演習Ⅱでは、4年間の学びの集大成として学生個人あるい
は学生グループそれぞれが見出した社会課題について探求しその解
決策を提案するが、その解決策について写真・映像・イラスト等を
用いて可視化を図り、発表・提言を行うのが本演習である。ゼミで
の1年間の研究を後期に制作物として完成し、学内では教職員に向け
たプレゼンテーションを実施し、学外に向けてはwebサイトやSNSを
通じての発表を行い、広く発信する。

共同
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